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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第77期
第１四半期
連結累計期間

第78期
第１四半期
連結累計期間

第77期

会計期間
自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日

自　平成30年１月１日
至　平成30年３月31日

自　平成29年１月１日
至　平成29年12月31日

売上高 （百万円） 37,032 36,465 146,925

経常利益 （百万円） 6,931 5,898 25,841

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 5,443 4,569 20,303

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,879 △1,276 22,986

純資産額 （百万円） 225,595 233,445 242,179

総資産額 （百万円） 248,384 255,563 269,318

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 79.86 67.73 299.74

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益
（円） 79.82 67.70 299.61

自己資本比率 （％） 90.8 91.3 89.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．１株当たり四半期（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益の算定において、従

業員持株ESOP信託及び役員報酬BIP信託が所有する当社株式を自己株式として処理していることから、期中

平均株式数から当該株式数を控除しております。

 

 

２【事業の内容】

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動は、次のとおりであります。

 

（アジアセグメント）

 

（増加）

新設によるもの

　マブチモータータイランド株式会社（タイ王国）
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成30年１月１日～平成30年３月31日）における世界経済は、全体として順調に

推移しました。米国経済は、雇用環境の改善及び好調な輸出に支えられ堅調に推移しました。欧州経済は、設備

投資の拡大及び好調な輸出を背景に順調に推移しました。我が国経済は、雇用環境の改善に伴う個人消費の拡大

により成長を持続しました。新興国経済については、中国経済は好調な消費を背景に底堅く推移し、全体として

は成長が継続しました。

　当社グループの関連市場におきましては、自動車電装機器市場は、全般に堅調な需要が継続しました。民生・

業務機器市場は、安定的な需要が続きましたが、一部の用途で市場縮小が継続しました。

　このような景況下、当社のモーター販売実績は、数量では前年同期比0.6％の増加、金額では前年同期比1.5％

の減少となりました。これらの結果、当第１四半期売上高は364億６千５百万円（前年同期比1.5％減）となり、

その大半を占めるモーター売上高は364億６千万円（前年同期比1.5％減）となっております。

　セグメント別の売上高は、「日本」セグメントは33億１千２百万円（前年同期比4.9％増）、「アジア」セグ

メントは186億２千２百万円（前年同期比7.2％減）、「アメリカ」セグメントは49億９千６百万円（前年同期比

5.6％増）、「ヨーロッパ」セグメントは95億３千４百万円（前年同期比5.0％増）であります。

　営業利益につきましては、今後の成長を見据えた人材やITへの投資拡充による販売費及び一般管理費の増加、

ならびに前年同期比で為替レートが円高に推移したこと等の減益要因により、60億４百万円（前年同期比13.6％

減）となりました。

　セグメント別の利益又は損失は、「日本」セグメントは21億６百万円の利益（前年同期比26.8％減）、「アジ

ア」セグメントは31億９千８百万円の利益（前年同期比9.7％減）、「アメリカ」セグメントは３億２千４百万

円の損失（前年同期は８千１百万円の損失）、「ヨーロッパ」セグメントは２億３千５百万円の利益（前年同期

比45.9％減）、セグメント間取引消去による調整額は７億８千８百万円（前年同期は１億７千６百万円）であり

ます。

　経常利益は営業利益の減少を受け58億９千８百万円（前年同期比14.9％減）、税金等調整前四半期純利益は58

億７千７百万円（前年同期比14.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は45億６千９百万円（前年同期比

16.1％減）となりました。

　次に、モーターの用途別市場動向と販売状況についてご説明いたします。

①　自動車電装機器市場

　売上高は272億３千９百万円（前年同期比0.3％増）と増加しました。重点強化事業であるパワーウインドウ、

パワーシート及びパーキングブレーキ等の中型電装用途は、全体として堅調に推移しました。ドアロック、ミ

ラー、エアコンダンパー及びヘッドライト用等の小型電装用途も同様に堅調に推移しました。

②　民生・業務機器市場

　売上高は92億２千１百万円（前年同期比6.5％減）と減少しました。理美容関連が堅調に推移し増加した一方

で、インクジェットプリンター及びカーCDプレーヤー用における市場縮小が継続しました。
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（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、12億１千８百万円であります。な

お、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（４）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に対して137億５千５百万円減少し、2,555

億６千３百万円となりました。前連結会計年度末に対し変動の大きかった主なものは、配当及び自己株式の買付

けによる現金及び預金の減少132億４千５百万円、受取手形及び売掛金の減少13億７千７百万円、たな卸資産の

減少６億７千万円、投資有価証券の減少９億７千８百万円などであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に対し50億２千万円減少し、221億１千８百万円となりました。前連結会計年

度末に対し変動の大きかった主なものは、賞与引当金の増加５億２千６百万円、支払手形及び買掛金の減少９億

７百万円、未払法人税等の減少13億８千３百万円、その他の流動負債の減少26億２千９百万円などであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に対して87億３千４百万円減少し、2,334億４千５百万円となりました。自

己株式の買付けにより、純資産の部のマイナス項目である自己株式が29億８千７百万円増加、その他有価証券評

価差額金が７億４百万円減少、為替換算調整勘定は、前連結会計年度末は44億４千３百万円の換算差益でした

が、当第１四半期末は９億４千７百万円の換算差損となりました。

　自己資本比率は、前連結会計年度末の89.9％から、当第１四半期末は91.3％となっております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成30年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 69,125,962 68,562,462
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 69,125,962 68,562,462 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成30年１月１日～

平成30年３月31日
― 69,125,962    ― 20,704    ― 20,419

（注）平成30年４月16日に実施した自己株式の消却により、発行済株式総数が563,500株減少し、提出日現在の発行済

株式総数残高は68,562,462株となっております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　1,333,700
―

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 67,746,200 677,462 同上

単元未満株式 普通株式　　 46,062 ― 同上

発行済株式総数 69,125,962 ― ―

総株主の議決権 ― 677,462 ―

（注）従業員持株ESOP信託の信託財産（所有者名義「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業員持株ESOP信託

口）」）63,800株（議決権の数638個）及び役員報酬BIP信託の信託財産（所有者名義「日本マスタートラスト信託

銀行株式会社（役員報酬BIP信託口）」）116,386株（議決権の数1,163個）は、「完全議決権株式（その他）」の

欄に含めております。

 

 

②【自己株式等】

 

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

マブチモーター株式会社

千葉県松戸市松飛台

430番地
1,333,700 ― 1,333,700 1.93

計 ― 1,333,700 ― 1,333,700 1.93

（注）従業員持株ESOP信託の信託財産（所有者名義「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業員持株ESOP信託

口）」）63,800株及び役員報酬BIP信託の信託財産（所有者名義「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（役員

報酬BIP信託口）」）116,386株は、上記に含めておりません。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】
１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年１月１日から平

成30年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年12月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成30年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 117,963 104,717

受取手形及び売掛金 27,079 25,701

有価証券 2,948 3,945

商品及び製品 22,177 21,185

仕掛品 1,608 1,516

原材料及び貯蔵品 9,221 9,634

繰延税金資産 1,706 1,396

その他 4,456 5,154

貸倒引当金 △148 △125

流動資産合計 187,012 173,126

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 45,955 45,335

減価償却累計額 △27,133 △27,042

建物及び構築物（純額） 18,821 18,293

機械装置及び運搬具 55,327 54,449

減価償却累計額 △27,533 △27,662

機械装置及び運搬具（純額） 27,793 26,786

工具、器具及び備品 17,635 17,475

減価償却累計額 △13,231 △13,277

工具、器具及び備品（純額） 4,404 4,198

土地 6,661 6,658

建設仮勘定 10,628 13,106

有形固定資産合計 68,310 69,042

無形固定資産 1,024 1,010

投資その他の資産   

投資有価証券 11,411 10,432

繰延税金資産 424 432

その他 1,235 1,613

貸倒引当金 △101 △95

投資その他の資産合計 12,970 12,383

固定資産合計 82,305 82,437

資産合計 269,318 255,563
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年12月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成30年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,856 6,948

短期借入金 ※１ 56 ※１ 56

未払法人税等 2,854 1,470

賞与引当金 259 786

役員賞与引当金 143 31

繰延税金負債 80 0

その他 9,547 6,917

流動負債合計 20,798 16,211

固定負債   

株式等給付引当金 130 148

退職給付に係る負債 2,532 2,485

資産除去債務 16 16

繰延税金負債 3,353 3,003

その他 306 253

固定負債合計 6,340 5,906

負債合計 27,138 22,118

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,704 20,704

資本剰余金 20,419 20,419

利益剰余金 200,713 200,811

自己株式 △7,486 △10,473

株主資本合計 234,351 231,462

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,546 3,841

繰延ヘッジ損益 △87 127

為替換算調整勘定 4,443 △947

退職給付に係る調整累計額 △1,203 △1,169

その他の包括利益累計額合計 7,698 1,852

新株予約権 130 130

純資産合計 242,179 233,445

負債純資産合計 269,318 255,563
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 37,032 36,465

売上原価 24,644 24,800

売上総利益 12,388 11,665

販売費及び一般管理費 5,434 5,660

営業利益 6,953 6,004

営業外収益   

受取利息 83 109

受取配当金 31 27

スクラップ材料売却収入 186 345

その他 86 60

営業外収益合計 388 543

営業外費用   

株式関係費 10 13

為替差損 342 565

控除対象外消費税等 20 15

その他 36 55

営業外費用合計 409 650

経常利益 6,931 5,898

特別利益   

固定資産処分益 4 1

ゴルフ会員権売却益 － 2

特別利益合計 4 3

特別損失   

固定資産処分損 32 24

特別損失合計 32 24

税金等調整前四半期純利益 6,903 5,877

法人税等 1,460 1,308

四半期純利益 5,443 4,569

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,443 4,569

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
　至　平成30年３月31日)

四半期純利益 5,443 4,569

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 144 △704

繰延ヘッジ損益 144 214

為替換算調整勘定 △2,890 △5,390

退職給付に係る調整額 38 34

その他の包括利益合計 △2,563 △5,845

四半期包括利益 2,879 △1,276

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,879 △1,276

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第１四半期連結会計期間において、マブチモータータイランド株式会社を新たに設立したため、連結の範囲に

含めております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．従業員持株ESOP信託に係る借入金残高

 
前連結会計年度

（平成29年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年３月31日）

短期借入金 56百万円 56百万円

 

２．偶発債務

 
前連結会計年度

（平成29年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年３月31日）

貴金属先物買付契約残高 13,403百万円 11,696百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年１月１日
至 平成29年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年１月１日
至 平成30年３月31日）

減価償却費 1,766百万円 1,925百万円
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年３月31日）

１．配当に関する事項

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当た

り配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年３月30日

定時株主総会
普通株式 5,212 76 平成28年12月31日 平成29年３月31日 利益剰余金

（注）配当金の総額は、従業員持株ESOP信託及び役員報酬BIP信託の導入において設定した信託が保有する

当社株式に対する配当金16百万円を含めて記載しております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

（自己株式の取得）

　当社は、平成29年２月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式801,600株（取得価額4,999百万円）を取

得いたしました。この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己株式は11,623百万円となっております。な

お、当該決議に基づく自己株式の取得につきましては、平成29年３月24日をもって終了しております。

 

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成30年１月１日　至　平成30年３月31日）

１．配当に関する事項

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当た

り配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年３月29日

定時株主総会
普通株式 4,474 66 平成29年12月31日 平成30年３月30日 利益剰余金

（注）配当金の総額は、従業員持株ESOP信託及び役員報酬BIP信託の導入において設定した信託が保有する

当社株式に対する配当金11百万円を含めて記載しております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

（自己株式の取得）

　当社は、平成30年２月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式563,500株（取得価額2,999百万円）を取

得いたしました。この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己株式は10,473百万円となっております。な

お、当該決議に基づく自己株式の取得につきましては、平成30年３月20日をもって終了しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 アジア アメリカ ヨーロッパ 計

売上高        

外部顧客への売上高 3,158 20,058 4,731 9,083 37,032 － 37,032

セグメント間の内部

売上高又は振替高
22,448 19,131 0 － 41,579 △41,579 －

計 25,606 39,190 4,732 9,083 78,612 △41,579 37,032

セグメント利益又は損失

（△）
2,879 3,543 △81 436 6,777 176 6,953

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額176百万円は、セグメント間取引消去によるものでありま

す。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成30年１月１日　至　平成30年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 アジア アメリカ ヨーロッパ 計

売上高        

外部顧客への売上高 3,312 18,622 4,996 9,534 36,465 － 36,465

セグメント間の内部

売上高又は振替高
22,337 19,157 5 20 41,521 △41,521 －

計 25,650 37,780 5,001 9,554 77,986 △41,521 36,465

セグメント利益又は損失

（△）
2,106 3,198 △324 235 5,216 788 6,004

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額788百万円は、セグメント間取引消去によるものでありま

す。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年１月１日
至　平成30年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額（円） 79.86 67.73

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 5,443 4,569

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
5,443 4,569

普通株式の期中平均株式数（株） 68,163,450 67,465,589

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額（円） 79.82 67.70

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 28,285 30,105

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定において、従業員持株ESOP信託

及び役員報酬BIP信託が所有する当社株式を自己株式として処理していることから、期中平均株式数から当

該株式数を控除しております。なお、前第１四半期連結累計期間において信託が所有する期末自己株式数は

94,400株及び119,600株、期中平均株式数は97,188株及び119,600株、当第１四半期連結累計期間において信

託が所有する期末自己株式数は58,500株及び116,386株、期中平均株式数は62,023株及び116,386株でありま

す。
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（重要な後発事象）

（重要な資産の譲渡）

　当社は、平成30年４月６日開催の取締役会において、当社の連結子会社である萬寶至實業有限公司（香港マ

ブチ）が所有する固定資産を譲渡することを決議し、平成30年４月17日付けで契約締結いたしました。

 

１．譲渡の理由

経営資源の有効活用および効率性の向上を図るため。

 

２．譲渡資産の内容

資産の内容 土地、建物

資産の所在地 香港九龍新蒲崗

譲渡前の用途 事務所

譲渡価額 432百万香港ドル（5,849百万円）（注）

（注）円貨額は平成30年３月末日の為替レートで換算しております。

 

３．本件契約の相手会社の名称

Superb Leading Limited

 

４．譲渡の日程

取締役会決議日 平成30年４月６日

契約締結日 平成30年４月17日

物件引渡期日 平成30年７月（予定）

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年５月15日

マブチモーター株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 成田　智弘 　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 楢崎　律子　　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマブチモーター

株式会社の平成30年１月１日から平成30年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年１月１日か

ら平成30年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マブチモーター株式会社及び連結子会社の平成30年３月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成30年４月６日開催の取締役会において、会社の連結子会社であ

る萬寶至實業有限公司（香港マブチ）が所有する固定資産を譲渡することを決議し、平成30年４月17日付けで契約を締結

した。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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